
 

 

 たった一つしかない命、この命について考え、そして行動するために本校では６月２４日から７月２日

までを「長崎っ子の心を見つめる週間」として、子どもたちに様々な時間を設けました。この一週間を通

して、子どもたちは「自分がどんなに周りの人たちに愛され、大切にされているか」「自分の命も他の人の

命も大切」ということを実感できたのではないかと思います。 

６月２６日（月）全校朝会 

 

医学博士日野原重明さんの 

「命とは目には見えないも

の、一人一人に与えられた時

間」というお話をしました。 

６月２７日（火）SNS 授業 

 

SNS でのコミュニケーションの

取り方について、顔が見えないこ

とでのやり取りの難しさや写真を

投稿するときの注意などについて

考えました。 

６月２８日（水）保護司講話 

 
岩永さんによる薬物乱用防止講

話「ダメ！絶対！」池山さんの「卑

怯者になるな」森さんの保護司と

しての関りのお話、浦川さんには

絵本を読んでいただきました。 

６月２９日（木）ペーロン講話 

茂木の伝統行事を守り抜く保

存会の山口さんの熱いペーロ

ンへの思いと、櫂の漕ぎ方や

太鼓やドラのたたき方を教わ

りました。 

６月３０日（金）読み聞かせ 

 

トムソーヤーズさんによる絵本の

読み聞かせ。学年に合わせて、心に

染み入る語りに、みんな耳を傾け

ました。涙が出ました 

６月３０日（金）道徳授業参観 

命の授業 

 

「命」をテーマにそれぞれの学年

で道徳の授業参観。「１番大切な

もの」に「親（父・母）」と書いて

いる１年生が印象的でした。 

 

７月２日ペーロン大会は裏面です 裏へどうぞ 

 

        夢をもち、未来を切り拓く生徒の育成 

茂 木 の 風  
「茂木だからできる・茂木で育てる・茂木から未来へ」 文責 校長 野田 希世美 
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7/2 茂木地区ペーロン大会 

 前日までの雨がうそのように上がり、当日は晴れ間も出る中 4 年ぶりのペーロン大会が行われました。 

茂木中学校は体験ペーロンという形で参加させてもらい、赤組白組に分かれて対戦、最後は選抜チーム、

消防団、ペーロン保存会の３チームによる対抗が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


